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10. Al合金におけるガスイオン照射誘起偏析､析出の研究

谷 村 純

近年､ 次世代のエ ネルギー源 として核融合エネルギーは最 も有力なエネ ルギー源

として注目されている｡ しか し､ その実現 には多 くの間増が残されてお り､ その

中でも高エネルギー放射線の照射下にさ らされる炉壁材料の開発は重要な課題と

な っている｡

照射下にお ける材料では照射 により導入 され た点欠陥 により様 々な非平梼現象

が引 き起こされ る｡ その中でも､ 合金を固沼隈温度以上の単相領域で照射すると

溶質原子濃度の分布 に偏 りが生する照射誘起偏析､ 析出相が誘起 される照射誘起

析出は材料の性質 を大 きく変化 させ るため､ 照射 下で使用する材料 において重要

な閉環 とな っている｡ これ らの現象につ いては純 粋なフ レンケル欠陥のみを導入

で きる電子線照射 によりい くつかの研究が行われ理論的な解釈も行われている｡

しか し､ 実際の炉壁はHe原子等のガス厚子の照射 下にさらされてお り､ ガス原子

本研究は､ 炉壁環境 を考慮 しガスイオン照射下 における照射誘起偏析､ 析出現象

を捕 らえその穐横 を解明することを目的 とする｡

そこで､ AトZn合金に20keV垂水素イオ ン,25.keVヘ リウムイオ ンを照射 し､電

子顕微鏡根葉 によ り誘起析出過程を追跡 し､ EDXS法 によ りZn原子涜度を測定 し誘

起偏析現象を検討 した｡ ｡

その結果､ 電子線照射では結晶粒内に均 一に β-Zn析出相が孟秀起 されるが､He●

イオ ン照射では粒界のみ に誘起 され､ D◆イオン照射ではその中間的な現象が観察

される事が わか った｡ これ らの現象は粒界周辺でのZn原子濃度を測定す ることに

より､ 電子線照射,D◆イオン照射,He●イオ ン照射の煩にZn原子の粒界への偏析強度

が強 くなっているためであると結論され た｡

また､ 300oCでHe◆イオ ン照射 した試料 において､ 粒界から30JLnにも渡 ってZn嘘

度が激減す る現象が 見 られた｡ 理論的な考案か ら､ 300oCでHe'イオン照射 された

試料内では粒界へのZn原子の拡散が極め て大 きくな っていると結論 された｡

以上の結果か ら､ 照射誘起偏析 ･析出機構に対す るガ ス原子の役割が検討され

た｡
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